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シロイヌナズナ切断花茎の癒合は，植物ホルモンによって制御される2種類の転写因子が関与していると考えられている。我々

は，シロイヌナズナ芽生えの胚軸間接ぎ木実験を行い，この過程では，オーキシンによって誘導されるANAC071,ANAC096転

写因子が冗長的に働いて，維管束組織の細胞分裂を促進すること，オーキシンがジベレリンの合成を促すことで皮層の細胞成

長を制御していることを明らかとした。一方，ジャスモン酸とRAP2.6L転写因子は傷害や接ぎ木の過程で誘導されるが，細胞

増殖には直接関与していないことも明らかとした。
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（Molecular mechanism of phytohormone involved in the graft union.）
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